
ウシオ電機、経営統括本部長の朝日です。

昨日ウェブサイトにて開示しました決算資料にもとづき、2023年３月期 第４四半期
決算の内容を
ご説明させていただきます。

それでは、スライド２ページをご覧ください。
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本日、主に記載の３つについて説明致します。

2022年度 通期の業績は、前年同期比で増収増益。
次期2023年度の通期業績予想は、増収減益を計画しています。

また、次期よりセグメント区分を大幅に変更いたします。

詳しくは後程ご説明致します。
スライド４ページをご覧ください。
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こちらが業績サマリーです。

売上高は、17.６%増収の1,750億円。
増収は、主に、為替が円安に推移したこと、光学装置・映像装置が貢献しました。

営業利益は、21.4％増益の158億円。
増収による増益に加え、構造改革等による固定費抑制効果によるものです。

なお、為替影響ですが、USドルで前年同期比23円 円安となったことから、売上高で約
180億円、営業利益で約20億円の押し上げ効果がありました。

当期純利益は、8.7％増益の136億円となりました。

続いて、営業利益の増減内容を、ステップチャートでご説明致しますので、
スライド６ページをご覧ください。
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営業利益27億円増益の主な内訳です。

為替の円安効果で23億円の増益。

事業では、ＵＶランプの減収や第2四半期に計上した棚卸評価損の影響がありましたが、
露光装置の販売が増加したことで30億円の増益、一方、人財や研究開発への追加投資を
含む販管費の増加が25億円でした。

続いて、セグメント別の業績をご説明致します。
スライド７ページをご覧ください。
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売上高は、すべてのセグメントで増収となりましたが、営業利益では、映像装置が減益と
なりました。

続いて、各セグメントの内容についてスライド８ページでご説明致します。
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まず、最新の事業環境についてご説明致します。

直前第３四半期からの主な変更点は、エレクトロニクス分野において、全般的に市況の不
透明感が出ている点です。最先端ICパッケージ基板市場は、引き続き需要増を見込んでい
ますが、足元は投資先延ばしの傾向があります。半導体・FPDの市況悪化も底打ちした感
はありますが、しばらくは横ばいの市況が続くと想定されます。

続いて、セグメント別の状況についてご説明致します。
スライド９ページをご覧ください。
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光源セグメントは増収増益となりました。
売上高は、6.9%増収の618億円。営業利益は、8.8％増益の90億円となりました。

液晶パネル関連の光源が、巣ごもり需要一巡により販売減少。また、固体光源化の影響に
よるナトリウムランプの販売減少及び棚卸評価損計上などの減収減益要因がありました。

一方で、シネマ向けなどのプロジェクター関連及びOA用途など光源で、コロナからの市
場回復により販売が増加したことで、光源全体では、増収増益となりました。

続いて、装置事業についてスライド10ページでご説明致します。



光学装置は、売上高で19.4%増収の577億円。営業利益は55%増益の71億円となりま
した。引き続き、半導体パッケージ需要は拡大傾向にあり、各露光装置販売が大幅に増
加。
また、EUVマスク検査用光源については、光源本体の販売は調整局面にあり減少も、稼
働中の光源メンテナンスは順調に推移し売上が増加しました。
光学装置全体で大幅な増収増益となりました。

なお、有望製品の状況はスライド11に記載していますので、後程、ご確認ください。

映像装置ですが、売上高は31%増収も、営業利益は部材コストの高騰などにより、５億
円減益の６億円の赤字となりました。シネマは、年間通してキーパーツの調達不足影響
が続き、デジタルシネマプロジェクターの販売が減少。
一方で、一般映像はコロナ後、イベント等のエンターテインメント関連投資が堅調に推
移し、販売は増加しました。

続いて、スライド12ページをご覧ください。
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期初計画に対しては、想定以上の半導体や液晶の市況悪化や映像装置における部材不足
の影響があり未達となりましたが、一方で、第３四半期に見直した業績予想に対しては、
光源で想定していた生産調整等による影響が軽微で済み、想定を上回り着地することが
できました。

次ページでセグメントごとの差異をご説明致します。

スライド13ページをご覧ください。
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各セグメントの期初計画及び第３四半期の見直し後の修正公表値に対する結果はご覧の
通りです。

光源については、見直し後の修正公表値に対し想定を上回り着地しました。
これは、半導体や液晶等の急速な市況悪化による生産調整を見込んでいましたが、比較
的軽微な生産調整で済んだことから、想定より上振れました。

一方で、光学装置は、一部在庫の評価損及び製品ミックスによる利益への影響により、
第４四半期が想定を下回りました。

続いて、次期2023年度の業績予想についてご説明致します。
スライド15をご覧ください。
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まず、本日後程、ご説明する新中期経営計画のスタートに合わせて、主要KPIを
EBITDAとROEとしていきます。詳しくは、中計パートで説明致します。

さて、2023年度の通期業績予想ですが、増収減益を計画しています。

映像機器関連の部材問題は緩和傾向で販売が増加していく一方で、半導体市場を中心に
不透明な景況感が続くと見ています。

そのような状況下ではありますが、新中計の達成とその先の将来に向けて、研究開発投
資と人財投資などの戦略投資を拡大します。

なお、次期の為替前提は、通期でUSドル135円、ユーロで145円としています。

また、年間配当は、１株あたり50円を維持する予定です。

続いて、各セグメント別にご説明致します。
スライド16ページをご覧ください。
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セグメント別をご説明する前に、当第２次中期経営計画より、報告セグメントを従来の
製品軸から市場軸へと変更いたします。

詳しいセグメント変更に至った経緯や変更に伴う方向性は、この後の中計パートにてご
説明させていただきますが、旧セグメントとの関連性をこのページで示しています。

この変更を前提に、次ページよりご説明させていただきます。

スライド17をご覧ください。
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各新セグメントの次期の計画は、ご覧の通りです。

Industrial Processでは、半導体及びフラットパネルなど全般的に市況環境は不透明感
が続き、顕著な市況環境の改善は見込めない状況です。
一方で、今後の需要拡大期に向けた戦略投資を拡大していくことから、減収減益を見込
んでいます。

Visual Imagingは、シネマプロジェクターなどで生じていたキーパーツ不足が徐々に緩
和し、下期以降販売が拡大する見込みから、増収増益を見込んでいます。

詳しい各セグメントの見通しについては、スライド18に記載しています。
ポイントのみご説明致します。

スライド18をご覧ください。
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Industrial Processでは、記載の市況環境前提のもと、ICパッケージ基板向け投影露光
及びダイレクトイメージング露光装置は、足元で投資先延ばしの傾向があり、販売は前
期比で微増。
また、EUVはTCO低減要求の課題が継続し、本体の売上は現時点では見込まずメンテナ
ンスのみの収入を予定しています。

Visual Imagingは、デジタルシネマプロジェクターの部材問題の緩和により、置き換え
需要を取り込むことで販売の増加を見込んでいます。一般映像関連機器は、イベントや
テーマパークなどの需要が堅調であり、またシネマ用ランプは、中国市場の回復もあり、
いずれも堅調に推移する見込みです。
一方で、固体光源化の影響や需要減により、データプロジェクター用ランプが大幅に減
少する見込みです。

続いて、スライド19をご覧ください。
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今、ご説明した通り、EBITDAで26億円減益を見込んでいますが、事業面では主にVisual 
Imaging事業で伸長させる一方で、中計の達成及び将来の事業拡大のための人財及びR&D
の戦略投資を増やしていくことを計画しています。

それでは、最後に株主還元についてご説明させていただきます。
スライド20をご覧ください。
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詳しくは、中計のパートでご説明しますが、次期以降も継続して安定配当を目指してまい
ります。

また、中計１年目として、上限300億円、2,000万株の大規模な自社株買いを実施いたし
ます。

詳しくは、５月11日付けのリリース及びこの後の中計にてご説明いたします。

私からのご説明は以上となります。
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